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 ためになる「日本人のしきたり」　　　還暦の祝い　-　なぜ？還暦というのか。
　
長寿を祝う風習は、奈良時代ごろからあって、室町時代ごろからあって、室町時代にはすっかり定着しました。「人生五十年」とはいったものの、
昔は短命で、平均寿命が四十歳くらいだったので、四十歳になると一族が集まって祝宴を開き、その後も十年ごとに「年祝い」をしたといいます。
江戸時代には数え年で六十歳になると、公私ともに隠居するようになり、六十一歳の「還暦の祝い」が人生のケジメとなりました。
現在は、満六十歳で還暦を迎えますが、昔は数え年で年齢えを数えていたため、六十一歳でふたたび生まれた年の干支に一回りして戻る、つま
り還暦ということにになりました。そこで、この年齢に達すると一族が集まって「生まれ直すこと」を祝い、赤ちゃんのときに着ていたような
赤い頭巾とちゃんちゃんこを贈って、無病息災と長寿を祝福したのです。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　長寿の祝い　－　古希、喜寿、傘寿のいわれは？
還暦に続く長寿の祝いは七十歳を祝う「古希（稀）」で、これは中国の詩人・杜甫の「曲江詩」の一節にある「人生七十古来稀なり」にもとづい
ています。七十歳の祝いの次は、七十七歳の「喜寿」の祝いで、「喜」の略字が「?」と七を重ねて見えるところからきています。
以後、八十歳の「傘寿」は、「傘」の略字が「仐」と八と十に見えることに、八十八歳の「米寿」は、「米」の字が八十八に見えることに、九十
歳の「卒寿」は、「百」から「一」を取ると「白」になることから来ています。
そして、百歳の祝いの「百歳」は、文字通り「百歳」を「賀する」（祝う）という意味です。
※数え年
　現在のように当人の誕生日になって一歳を加えるのではなくて、生まれた年の十二月までを一歳として、年が改まるたびに一歳を加えた年齢の数え方。その年の
　一月に生まれた人も、十二月に生まれた人も、年を越すと同じ二歳と数えられた。
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